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下記のような、光景の出会いがあると、 

あっという間に、時間が過ぎる。 

今夜の宿に、ありつけるかどうか、より、好奇⼼と画像記録が優先しがち。 

しかし、現実は、危険な地にいる。要注意。環境と状況が違う。 

 

 

 
 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 

 

厳しいことが多いが、創意⼯夫して、知恵も働かせて、 

乗り切るしか⼿段がない。教科書通りの、ひとり旅など、出来るはずがない。 

環境や状況、⾝の程、等々、惰性は危険と、絶えず意識して、考動中。 

その後、気持ちの切り替え。可憐な花を⾒つけた。⼀休み。 
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